










































































































































































































































































































































































































































































































































































28）とあり、新訳により近いことが分かる。仮に玄奘訳だとすれば、『纉述』は659年 7 月 3 日以降の述
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作ということになろうか。
26）「〔生意地〕－【甲】」。
27）「雜心纘述」については、前掲の櫻井唯［2020：7-8］を参照されたい。
28）「命通＝通レ命【甲】＊」。
29）「盡＋（通）【甲】」。
30）「（者若以緣盡）＋爲【甲】」。
31）「（漏）＋盡【甲】」。
32）櫻井唯2017「初唐の異国僧：長耳三蔵とその思想」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』62：893及び
櫻井唯2019「紀国寺慧浄と長耳三蔵の接点：『大智度論』をめぐって」『東アジア仏教研究』17：91に
「五神通」として関説されている。
33）「靈仙＝仙レ靈【甲】」。
34）「〔離〕－【甲】」。
35）「〔影〕－【甲】」。
36）「〔時〕－【甲】」。
37）「〔離自地欲時得是離翳障離上地欲時得是離影障〕二十字－【甲】」。
38）僧伽跋摩等訳『雑阿毘曇心論』巻第七に「此無記性故。不入淨無漏味相應。是故得彼三種禪時。不得
作方便已乃現在前。」（T28, 929a2-4）とある。
39）鳩摩羅什訳『成実論』巻第四に「答曰。世障故不見。如過去未來色。映勝故不見。」（T32, 269a9-10）
とある。
40）「〔知〕－【甲】」。
41）「離＝病【甲】」。
42）「〔一〕－【甲】」。
43）「〔通〕－【甲】」。
44）真諦訳『阿毘達磨倶舎釈論』巻第二十に「偈曰。曾悉離得。釋曰。此五通慧。若餘生所數習。則由離
欲得。若別勝由修行得。一切皆由修行得生。」（T29, 294b5-7）とある。
45）「〔得〕－【甲】」。
46）「〔得〕－【甲】」。
47）「一向＝而【甲】」。
48）「遠近＝近遠【甲】＊」。
49）「捫日＝捫莫日月【甲】」。「莫」は「摸」の誤りか。
50）「變三＝處二【甲】」。
51）「〔三〕－【甲】」。
52）「〔變〕－【甲】」。
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53）「遍＝逼【甲】」。
54）「法本門中六＝本法【甲】」。
55）「五暗取明暗＝取暗【甲】」。
56）「〔取暗明〕－【甲】」。
57）「〔欲〕－【甲】」。
58）「〔一〕－【甲】」。
59）「孔＝吼【甲】」。
60）「響＝嚮【甲】」。
61）「〔三等遍震〕－【甲】」。
62）「〔二非因受四大聲〕－【甲】」。
63）「〔後七前中取後八後取前中九後中取前〕十六字－【甲】」。
64）「中復＝復中【甲】」。
65）「姓＝性【甲】」。
66）「十＋（八）【甲】」。
67）「示＝永【甲】」。
68）曇摩伽陀耶舎訳『無量義経』に「大哉大悟大聖主　　無垢無染無所著　　天人象馬調御師　　道風德
香熏一切」（T9, 384c29-385a1）とあり、本箇所を引用したものとみられる。
69）「〔深〕－【甲】」。
70）「壞＝性【甲】」。
71）「〔初偈〕－【甲】」。
72）栖復集『法華経玄賛要集』巻第十三に「經云。又見佛子等者。又見佛子者。能化人。定慧具足者。圓
力化。以無量喩者。開解化。爲衆講法者。上首化。忻樂說法者。不退化。化諸菩薩者。簡機化。破魔兵
衆者。降魔化。而擊法皷者。法遠聞化。」（X34, 475b3-7）とあり、ほぼ一致する文例がみられる。典拠
を明かさない『纉述』の引用であろう。とりわけ「又見佛子者。能化人」という一文は、韓国の現存本
と敦煌本の両方に欠く『纉述』の逸文であろうか。
73）「〔化〕－【甲】」。
74）「化次＝次化【甲】」。
75）栖復集『法華経玄賛要集』巻第十三に「經云。又見菩薩者捨樂人寂然。宴默者捨樂相。身心不動。名
寂然。口不動名宴默。或心不動名宴。語不動名默。天龍恭敬者。遇樂境不以爲喜者。捨樂心。」（X34, 
476b21-24）とあり、ほぼ一致する文例がみられる。典拠を明かさない『纉述』の引用であろう。
76）「嘿＝默【甲】」。
77）「〔者〕－【甲】」。
78）栖復集『法華経玄賛要集』巻第十三に「經云。又見菩薩者拔苦人。處林放光者拔苦力。濟地獄苦者拔
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苦事。令入佛道者與其樂。」（X34, 476c24-477a2）とあり、ほぼ一致する文例がみられる。典拠を明かさ
ない『纉述』の引用であろう。
79）栖復集『法華経玄賛要集』巻第十三に「經云。又見佛子者精進人未甞睡眠者。除精進障。經行林中
者。現精進相。勤求佛道者。覔精進果。」（X34, 477b1-3）とあり、ほぼ一致する文例がみられる。典拠
を明かさない『纉述』の引用であろう。
80）「佛子＝菩薩【甲】」。
81）「擧＋（精）【甲】」。
82）「勤＝懃【甲】【妙】」。【妙】は『妙法蓮華経』のこと（以下同様）。
83）「覔＝覓【甲】」。
84）僧伽婆羅訳『解脱道論』巻第四に「睡眠者。謂身悶重欲得寤寐。眠有三種。一從食生。二從時節生。
三從心生。若從心生以思惟斷。若從飮食及時節生。是羅漢眠不從心生無所蓋故。若眠從食及時節生者。
以精進能斷。如阿㝹樓馱所說。我初盡漏得不從心眠。于今五十五歲。於其中間斷食時節臥已二十五年。」
（T32, 416b9-16）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
85）「（五）＋年【甲】【解】」。【解】は『解脱道論』のこと。
86）栖復集『法華経玄賛要集』巻第十三に「紀國云。又見具戒者。持戒人。威儀無缺者持戒相。淨如寶殊
者。顯戒德。以求佛道者。顯戒果。」（X34, 478c8-10）とある。「殊」は「珠」の誤りであり、「顯」は
「覓」の誤りであろうか。
87）「戒＋（足）【甲】」。
88）曇無讖訳『菩薩地持経』巻第四に「14云何自性15戒。略說四德成就。16是名自性戒。云何爲四。一者從
他正受。二者善淨心17受。三者18犯已卽19悔。四者專精念住20堅持不犯。」「910n14：〔云何〕－【三】
【宮】【聖】【知】、n15：戒＋（者）【三】【宮】【聖】【知】、n16：〔是〕－【三】【宮】、n17：〔受〕－【三】
【宮】【聖】【知】、n18：犯已＝若犯【三】【宮】＊、n19：悔＝懺【三】【宮】＊、n20：（從初）＋堅【三】
【宮】」（T30, 910a17-20）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
89）「正＝心【甲】」。
90）真諦訳『摂大乗論釈』巻第十一に「論曰。品類差別者有三種。一攝正護戒　釋曰。5謂比丘比丘尼。式
叉摩尼沙彌沙彌尼。優婆塞優婆夷。此戒是在家出家二部七衆所持戒　論曰。二攝善法戒　釋曰。從受正
護戒。後爲得大菩提。菩薩生長一切善法。謂聞思修慧及身口意善。乃至十波羅蜜　論曰。三攝衆生利益
戒　釋曰。略說有四種。謂隨衆生根性。安立衆生於善道及三乘。」「232n5：謂＝論【三】【宮】」（T31, 
232b5-13）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
91）真諦訳『摂大乗論釈』巻第十一に「此三種戒以何法爲因。三根爲別因。二根爲通因。三根爲別因者。
精進根爲第一戒因。智根爲第二戒因。定根爲第三戒因。二根爲通因者。信念二根通爲三戒因。」（T31, 
232c1-5）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
92）「攝＋（正）【甲】」。
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93）「攝＋（衆）【甲】」。
94）「或以＝以戒【甲】」。
95）「或＝戒【甲】」。
96）「（惡）＋所【甲】」。
97）「以＋（是）【甲】」。
98）「〔能〕－【甲】」。
99）「〔所〕－【甲】」。
100）波羅頗蜜多羅訳『大乗荘厳経論』巻第八に「菩薩有三聚戒。一律儀戒。二攝善法戒。三攝衆生戒。
初戒以禁防爲體。後二戒以勤勇爲體。」（T31, 630c13-15）とある。
101）「就＝熟【甲】＊」。
102）僧伽婆羅訳『解脱道論』巻第一に「何戒相者。威儀除非威儀。問云何名非威儀。答謂破法。破法有
三種。一破波羅提木叉法。二破緣法。三破根法。云何破波羅提木叉法。謂無慚無愧。於如來離信云何破
緣法。答命與形飾相應離於知足。云何破根法。不閉六根門離於念慧。以此三覆非威儀。是名戒相。」
（T32, 400c26-401a3）とある。慧浄の経論引用が取捨選択による恣意的なものであることを物語る、そ
の顕著な例として指摘することができる。
103）「叉＝又【甲】」。
104）典拠不明であるが、真諦訳『律二十二明了論』に「如不閉戶共非大戒眠等」（T24, 666b20-21）とあ
り、類似する文例がみられる。
105）「〔意欲失〕－【甲】」。
106）「〔如爲〕－【甲】」。
107）「具＝其【甲】」。
108）「輕輕＝種種【甲】」。
109）曇無讖訳『菩薩地持経』巻第五に「◎20如是菩薩住律儀戒21者。有四波羅夷處法。何等爲四。菩薩爲
貪利故自歎己德毁呰他人。是名第一波羅夷處22法。菩薩自有財物。性慳惜故。貧苦衆生無所依怙來23求
索者。不起悲心給施所求。有欲聞法悋惜不說。是名第二波羅夷處24法　菩25薩瞋恚。出麁惡言意猶不息。
復以手打或加杖石。殘害恐怖瞋26恨增上。27犯者求悔不受其懺。結恨不捨。是名第三波羅夷處法。菩薩 
28謗菩薩藏說。相似29法30熾然建立31於相似法。若心自解或從32他受。是名第四波羅夷處法。33是名菩薩
四波羅夷處法」「913n20：卷第五菩薩地持方便處戒品之餘首【聖】【知】，〔如是菩薩〕－【三】【宮】、
n21：者＝菩薩【三】【宮】、n22：法＋（先經曰自歎得菩薩戒住菩薩地也）夾註【三】【宮】、n23：求索
者＝從索者【三】【宮】、n24：法＋（先經曰不施乃至一錢不施乃至一偈也）夾註【三】【宮】、n25：薩＋
（橫生）【三】【宮】、n26：恨＝恚【三】【宮】、n27：犯者求悔＝前人懺謝【三】【知】、n28：（誹）＋謗
【三】【宮】、n29：法＋（於相似法）【三】【宮】、n30：〔熾然建立〕－【聖】、n31：於相似法若心自解或
＝若自心解若【三】【宮】，〔於〕－【聖】、n32：他＝地【聖】、n33：｟是名…夷處｠十九字＝菩薩於此四
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【三】【宮】」（T30, 913b1-12）とある。
110）「嘆＝歎【甲】【地】」。【地】は『菩薩地持経』のこと（以下同様）。
111）「善＝若【甲】」。
112）求那跋摩訳『菩薩善戒経』（巻第十）に「菩薩有二種。一者在家。二者出家。在家六重。出家八重。」
（T30, 1015a16-18）とある。
113）曇無讖訳『菩薩地持経』巻第五に「有二因緣。46失菩薩律儀戒。一者捨無上菩提願。二者起增上煩惱
犯無有捨身受身。46失菩36薩戒。乃至十方在所受生。亦復49不失。若菩薩不捨大願。非上煩惱犯。捨身受
身。雖不50憶念。從善知識。數數更受猶是本戒。不名新得」「913n46：失＝捨菩薩【三】【宮】＊、912n36：
薩＋（律儀）【三】【宮】＊、913n49：不失＝如是【三】【宮】、n50：憶＝億【明】」（T30, 913b22-27）と
ある。
114）求那跋摩訳『菩薩善戒経』（巻第十）に「菩薩若犯比丘四重。亦失波羅提木叉戒。汚菩薩戒。」（T30, 
1015a28-29）とある。
115）前掲の注『大乗荘厳経論』巻第八（T31, 630c13-15）参照。
116）「〔善攝〕－【甲】」。
117）曇無讖訳『菩薩地持経』巻第五に「53若菩薩住律儀戒。54於一日一夜中。若佛在世若佛塔廟。若法若
經卷若菩薩修多羅藏。若菩薩摩10得勒伽藏若比丘僧。若55十方世界大菩薩衆。若不少多供養乃至一禮。
56乃至不以一偈讚歎三寶功德。乃至不能一念淨心者。是名爲犯衆多犯。57若不恭敬。若懶惰。若懈怠
犯。58是犯染汚起。若忘誤犯。非染汚起。」「913n53：〔若菩薩〕－【三】【宮】、n54：｟於一…廟｠十四字
＝｟菩薩於佛若佛塔｠七字【三】【宮】、n10：得＝德【三】【宮】＊、n55：｟十方…多｠十二字＝｟大菩薩衆
若不恭敬懶情若懈怠於一日一夜不修｠二十字【三】【宮】、n56：〔乃至〕－【三】【宮】、n57：〔若不…犯〕
十一字－【三】【宮】、n58：〔是犯〕－【聖】【知】」（T30, 913c1-8）とある。
118）「嬾＝懶【甲】【地】」。
119）「誤＝悞【甲】【地】」。
120）典拠不明。『大乗荘厳経論』のことか。
121）栖復集『法華経玄賛要集』巻第十三に「今取圓者。珠以無翳無瑕爲淨。或以無缺無滅爲淨。又或有
三者。淸淨如珠。二圓滿如珠。三可重如珠。」（X34, 478c17-19）とあり、類似する文例がみられる。
「或」は「戒」の誤りであろうか。おそらく『纉述』の影響によるものであろう。
122）栖復集『法華経玄賛要集』巻第十三に「紀國云。又見佛子者。住忍人。注忍辱力者。安忍地。增上
慢人惡罵捶打者。遇忍境。皆悉能忍者。現忍力。以求佛道者。覓忍果。」（X34, 479c6-8）とある。「注」
は「住」の誤りであろう。
123）吉蔵撰『法華義疏』巻第二に「阿含經云有六種力。小兒以啼爲力。欲有所索要必先啼。女人以瞋爲
力。欲有所索要必前瞋。國王以憍豪爲力。羅漢以精進爲力。諸佛以大悲爲力。比丘以忍辱爲力。」（T34, 
475c5-9）とあり、ここから引用したものとみられる。なお、「阿含經云」は、瞿曇僧伽提婆訳『増一阿
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含経』巻第三十一（T2, 717b18-27）に該当する。
また、文軌撰『天請問経疏』に「《阿含經》云12有六種力：小兒以啼為力，欲有所索，必先啼故；女人
以瞋為力，欲有所索，必先瞋故；國王以嬌豪為力；阿1羅漢以精進為力；諸佛2以大悲3為力；比丘以忍為
力。」「76n12：「云」，甲本無。77n1：「阿」，甲本無。n2：「佛」，甲本無。n3：「悲」，甲本作「慈悲」。」
（ZW1, 76a12-77a2）とあり、これは『纉述』を引用したものと考えられる。
124）「大＋（慈）【甲】」。
125）波羅頗蜜多羅訳『大乗荘厳経論』巻第八に「彼三種者。是忍品類。彼人有三品。一他毀忍。二安苦
忍。三觀法忍故。」（T31, 629c23-24）とある。
また、文軌撰『天請問経疏』に「《莊嚴論》說忍有三種：一、他毀忍，以不報為性；二、安苦忍，以耐
為性；三、觀解忍，以智為性。今此正明他毀辱忍1。此忍2得起，由三思、五想3。三思者，一思4他毀是
我自業，若報則5重自造苦，不由於他。二思彼我俱是行苦。彼以無智6，於苦加7苦；我今有智，云何復
爾！ 三思聲聞自利，尚不以苦加8人；菩薩利他，豈得以苦加物？ 五想者，一修本親想，捨願想。一
切眾生，久來無非親屬故。二修法想，離生想。罵者、打者不可得故。三修無常想，離常想。眾生性是死
法，尚不應瞋9，況加害故。四修苦想，離樂想。眾生不離三苦，正10應令離，不應加故。五修攝取想，
離11他想。本願令樂，不令苦故。由此三思、五想，於他毀辱，便能忍之。」「75n10：「新福不生」，甲本
作「新福不生，舊福不生」。76n1：「辱忍」，底本作「忍辱」，據甲本改。n2：「忍」，甲本無。n3：「想」，
底本作「相」，據甲本改。n4：「一思」，甲本無。n5：「則」，底本作「即」，據甲本改。n6：「智」，甲本作
「知」。下同。n7：「加」，底本作「加加」，據甲本刪。n8：「加」，底本作「加行」，據甲本刪。n9：「瞋」，
甲本無。n10：「正」，甲本作「止」。n11：「離」，甲本無。」（ZW1, 76a1-11）とあり、前掲の注『天請問
経疏』（ZW1, 76a12-77a2）のように、これも『纉述』を引用したものと考えられる。
なお、法蔵述『華厳経探玄記』巻第六（T35, 221b3-14）及び表員集『華厳経文義要決問答』巻第四（X8, 
441c19-442a3）においてもほぼ同文が引かれていることから、その後の展開についても考察し得る文例
になると考えられる。
126）「惡罵＝罵詈【甲】＊」。
127）智度述『天台法華疏義纉』巻第三本に「惡罵是口業捶打是身業」（X29, 40a11）とあり、類似する文
例がみられる。
128）「想＝相【甲】＊」。
129）栖復集『法華経玄賛要集』巻第十三に「言二頌定者。紀國云。初一頌離亂相。後一頌現定相。經云。
又見菩薩者。亂人離諸戲笑者。離亂事。及癡眷屬者。離亂因。親近智者。狎定緣。一心除亂。攝念山林
者。現定相。億千萬歲者。積定力。以求佛道者。覔定果。」（X34, 480b9-12）とある。『要集』の『纉述』
に対する引用態度（有改変）が窺われる。「覔」は「覓」の誤りであろう。
130）「〔者〕－【甲】」。
131）「相＝想【甲】」。
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132）「擅＝檀【甲】」。
133）吉蔵撰『法華義疏』巻第二に「開爲五別。一明藥食施。二明衣服施。三明臥具施。四明園林施。五
一偈總結施意。」（T34, 475c25-27）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
134）「〔飮〕－【甲】」。
135）『小爾雅』のことか。
136）吉蔵撰『法華義疏』巻第二に「涅槃四相品去已斷肉。至大衆問品純陀持諸餚饍來者。爲純陀從哀歎
品還家不聞四相品制故。」（T34, 475c29-476a2）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
137）吉蔵撰『法華義疏』巻第二に「名衣上服價直千萬者。迦葉袈裟直十萬兩金。以施佛。祇域奉佛染摩
羯簸衣亦堪十萬兩金。佛勅阿難割截作袈裟耳。」（T34, 476a3-6）とあり、本箇所を参照したものとみら
れる。
138）「〔土〕－【甲】」。
139）「袈＝迦【甲】」。
140）「眞＝一直【甲】」。
141）「染＝深【甲】」。
142）吉蔵撰『法華義疏』のこと。
143）「餘文＝又【甲】」。
144）「〔性〕－【甲】」。
145）「詔＝照【甲】」。
146）波羅頗蜜多羅訳『大乗荘厳経論』巻第五に「若無性則無生。若無生則無滅。若無3滅則本來寂靜。若
本來寂靜則自性涅槃。如是前前次第爲後後依止。此義得成。」「615n3：（生）＋滅【三】【宮】」（T31, 
615a17-20）とあり、本箇所を引用したものとみられる。
147）「〔若無生滅〕－【甲】」。
148）「寂＋（滅）【甲】」削除記号あり。
149）「〔後〕－【甲】」。
150）鳩摩羅什訳『大智度論』巻三十二に「行是如已入無量法性中。法性者法名涅槃。不可壞不可戲論。
法性名6爲本分種。」「298n6：〔爲〕－【三】【宮】」（T25, 298b18-20）とあり、本箇所を参照したものと
みられる。
151）波羅頗蜜多羅訳『大乗荘厳経論』巻第二に「無二義是第一義。五種示現。非有者。分別依他二相無
故非無者。眞實相有故。非如者。分別依他二相無一實體故。非異者。彼二種如無異體故。非生非滅
者。11無爲故。非增非減者。淨染二分起時滅時法界正如是住故。非淨者。自性無染不須淨故。非不淨者。
客塵去故。如是五種無二相。是第一義相應知。」「598n11：無爲 . Anabhisam
̇
skr
̇
ṫatva.」（T31, 598b 
24-c1）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
152）「增＝憎【甲】」。
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153）「靜＝淨【甲】」。
154）基撰『妙法蓮華経玄賛』巻第三本に「論云諸著者。彼彼處著。或著界著地著分著乘。」（T34, 699b 
29-c1）とあり、同文がみられる。おそらく『纉述』の影響によるものであろう。もとは、菩提流支訳
『妙法蓮華経優波提舎』に「諸著處者。彼處處著。或著諸界。或著諸地。或著諸分。或著諸乘故。」
（16r10-v1）とある。
155）「則＝卽【甲】」。
156）吉蔵撰『法華義疏』巻第二に「如釋迦入涅槃後。從娑羅雙樹擧佛尸。於天冠寺七日供養佛全身。待
迦葉來七日後方闍維之。供養碎身方乃起塔供養也。」（T34, 476b13-16）とあり、本箇所を参照したもの
とみられる。
157）「〔後〕－【甲】」。
158）吉蔵撰『法華義疏』のこと。
159）「〔頌〕－【甲】」。
160）吉蔵撰『法華義疏』巻第二に「華開本爲結實。而樹自然莊嚴。起塔本爲供養佛身。國土自然華麗也」
（T34, 476c2-3）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
161）「〔養〕－【甲】」。
162）「意＝實【甲】」。
163）「〔問〕－【甲】」。
164）失訳『別訳雑阿含経』巻第三に「唯願爲我法衆疑」（T2, 389a4）とあり、類似する文例がみられる。
165）「忖＝恃【甲】」。
166）「（答）＋云【甲】」。
167）「爾＝是【甲】」。『法華義記』『妙法蓮華経文句』『添品妙法蓮華経』でも同様であるため、古に「是」
であったことが、又はかような異本のあったことが推察されよう。
168）「以＝次【甲】」。
169）「頌＋（說）【甲】」。
170）菩提流支訳『妙法蓮華経優波提舎』に「自此已下明聖者。文殊師利菩薩以宿命智現見過去因相果相
成就十種事如現在前。是故能答彌勒菩薩。現見過去因相者。文殊師利自見己身。曾於彼彼諸佛國土中修
種種行事故。現見過去果相者。文殊師利自見己身。是過去世妙光菩薩。於彼佛所聞此法門爲衆生說故。」
（10v1-6）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
171）「〔彼〕－【甲】」。
172）義寂釈義一撰『法華経論述記』に「成就十事。四重分別。一擧名。二釋義。三開章。四合解。第一
舉名。如文中列。」（X46, 791b3-5）とあり、典拠を明かさない『纉述』の引用であろう。
173）菩提流支訳『妙法蓮華経優波提舎』に「成就十種事者。何等爲十。一者現見大義因成就。二者現見
世間文字章句甚深意因成就。三者現見希有因成就。四者現見勝妙因成就。五者現見受用大因成就。六者
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現見攝取一切諸佛轉法輪因成就。七者現見善堅實如來法輪因成就。八者現見能進入因成就。九者現見憶
念因成就。十者現見自身所逕事因成就。」（10v6-11r2）とある。
174）「（諸取）＋諸【甲】」。
175）「堅＝賢【甲】」。
176）義寂釈義一撰『法華経論述記』に「釋義者。一大義者。記恩義大故。如來以大恩義。欲說大法故。
二世間文字意甚深因成就者。佛說三乘。有字無義。言近意遠。名之爲甚深。」（X46, 791b3-5）とあり、
典拠を明かさない『纉述』の引用であろう。とりわけここは、前掲の注も含めて地の文として取り込ま
れているところが注目される。『纉述』と『法華経論述記』の関係については、金炳坤2014「義寂釈義
一撰『法華経論述記』について」『印度学仏教学研究』63-1：510-505を参照されたい。
177）円弘注『妙法蓮華経論子注』上巻に「一切言說皆依世間。此言文字。卽三乘文字雖說三乘意。顯一
乘言近意遠。世間難信故言甚深意。」（27r8-9）とあり、文意において通ずるものがある。
178）求那跋陀羅訳『勝鬘師子吼一乗大方便方広経』に「於無常壞世間。3無常病世間。」「220n3：（於）＋
無【三】【宮】」（T12, 220b6-7）とあり、本箇所を参照したものとみられる。
179）円弘注『妙法蓮華経論子注』上巻に「此法甚深說人難値。經無量劫。或聞不聞。故曰希有也。」（27r 
9-10）とあり、同文がみられる。また、義寂釈義一撰『法華経論述記』に「淨法師云。此法說人難値。
經無量劫。或不聞故。曰希有。」（X46, 791b11-12）とあり、『纉述』の引用がみられる。
180）「〔經〕－【甲】」。
181）円弘注『妙法蓮華経論子注』上巻に「二萬諸佛次第共宣。宣人旣多。是故此法勝妙也。」（27r11）と
あり、類似する文例がみられる。
182）「〔就〕－【甲】」。
183）「經＝法【甲】」。
184）円弘注『妙法蓮華経論子注』上巻に「六十劫中。弘法廩法。弘廩時長。故曰受用大。」（27r12）とあ
り、類似する文例がみられる。
185）「（輪者）＋妙【甲】」。
186）円弘注『妙法蓮華経論子注』上巻に「長時說故令八子不退。故言善堅實也。」（27r15）とあり、類似
する文例がみられる。
187）円弘注『妙法蓮華経論子注』上巻に「非但不退更階上果。故曰能進入。」（27r16）とあり、ほぼ一致
する文例がみられる。
188）円弘注『妙法蓮華経論子注』上巻に「求名忘本因說更憶。故言憶念也。」（27r17）とあり、類似する
文例がみられる。
189）円弘注『妙法蓮華経論子注』上巻に「由昔脩行今成己身是故。昔日妙光。卽是今日文殊。曾所逕事。
故言自身等。」（27r18-19）とあり、類似する文例がみられる。
190）「名＋（曰）【甲】」。
70 慧浄述『妙法蓮華経纉述』の敦煌本について（金）
191）義寂釈義一撰『法華経論述記』に「淨師云。因成就者。由文殊見昔十事爲答。彌力之因。見之自在。
故言成就也。」（X46, 791b24-c2）とあり、『纉述』の引用がみられる。「力」は「勒」の誤りであろう。
192）「是＝爾【妙】」。
193）「〔明〕－【甲】」。
194）「以下闕【甲】」。
〈キーワード〉 長耳三蔵、文軌、道栄、道策、利渉、行賀、円弘、栖復、天請問経疏、妙法蓮
華経論子注、法華疏、法華経玄賛要集、BD03215
